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１  設 置 者 
     郡 山 市 
２  設置の目的 
     高齢者の積極的な社会参加を促すとともに、今後の人口減少社会において、高齢者が 

地域社会における重要な担い手として、生涯現役で活躍できるための契機とする。 
３  名   称 
     郡山市あさかの学園大学 
４  所 在 地 
     郡山市駅前二丁目１１番１号   事務局  郡山市長寿社会振興センター内 
          （ビッグアイ  ７階   ０２４－９２４－２９５７） 
５  これまでの経過 
     昭和６１年１０月    郡山市老人大学設置懇話会を設置 
     昭和６２年  ７月    老人大学設置に関する最終答申が懇話会よりなされる 
     昭和６２年１１月    老人大学名称公募審査会で「あさかの学園」を選定する 
     昭和６３年  ３月    財団法人郡山市高齢化社会振興会設立 
     昭和６３年  ３月    郡山市あさかの学園大学の業務を受託 
     昭和６３年  ４月    開校・入学式（４月１２日） 
     平成  元年  ８月    校章制定 
     平成  ２年  ３月    平成元年度卒業式 

（教養課程第１期、１８５人） 
     平成  ２年  ４月    専攻科（専門課程）開設 
     平成  ２年  ８月    専攻科の地域活動コースが財団法人福島県長寿社会推進機構と

共催となる 
     平成  ３年  ３月    平成２年度卒業式 

（教養課程第２期、１３６人） 
     平成  ３年  ４月    本学園全課程が財団法人福島県長寿社会推進機構と共催になる 
     平成  ４年  ３月    平成３年度卒業式 
                       （教養課程第３期、１４８人、専攻課程第１期、９６人） 
     平成  ４年  ４月    研修クラブ開設 
     平成  ４年  ４月    本年度入学生から課程名、学科名、コース名変更 

（教養課程１年、専攻課程１年から） 
     平成  ４年１０月    「開校５周年記念学園祭」 
     平成  ５年  ３月    平成４年度卒業式 
                       （教養課程第４期、１１８人、専攻課程第２期、８０人） 
     平成  ６年  ３月    郡山市あさかの学園大学学生会発足 
     平成  ６年  ３月    平成５年度卒業式 
                       （教養課程第５期、１５５人、専攻課程第３期、１１３人） 
     平成  ７年  ３月    平成６年度卒業式 
                       （教養課程第６期、１３１人、専攻課程第４期、７７人） 
     平成  ８年  ３月    平成７年度卒業式 
                       （教養課程第７期、１２３人、専攻課程第５期、１２０人） 
     平成  ９年  ３月    郡山市あさかの学園大学校歌「青春ふたたび」制定 
     平成  ９年  ３月    平成８年度卒業式 
                       （教養課程第８期、１３７人、専攻課程第６期、１００人） 
     平成  ９年１０月    郡山市あさかの学園大学校旗制定 
      平成１０年  ３月    平成９年度卒業式 

         （教養課程第９期、１３５人、専攻課程第７期、９６人） 
     平成１１年 ３月  平成１０年度卒業式                                                                                                 
                       （教養課程第１０期、１２７人、専攻課程第８期、１１１人） 
     平成１２年  ３月    平成１１年度卒業式 
                       （教養課程第１１期、１３６人、専攻課程第９期、１１０人） 
     平成１３年  ３月    平成１２年度卒業式 
                       （教養課程第１２期、１３２人、専攻課程第１０期、１１０人） 
     平成１３年  ４月    ビッグアイ  ７階へ移転 、 学生証の発行 
     平成１３年  ４月    開設要綱の改正により、課程名、学科名等変更 
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平成１４年  ３月    平成１３年度卒業式 
                       （教養課程第１３期、１３９人、専門課程第１１期、１１１人） 
   平成１４年  ４月  研修クラブ生の身分証明書の発行 

平成１５年 ３月  平成１４年度卒業式 
            （教養課程第１４期、１４４人、専門課程第１２期、１１７人） 
   平成１５年 ４月  授業料改訂 
            （教養課程１年１０，０００円、専門課程１年１５，０００円） 
   平成１５年 ４月  現地学習バス代２分の１公費負担に増額 
   平成１６年 １月  学生募集優先内定制実施 
   平成１６年 ３月  平成１５年度卒業式 
            （教養課程第１５期、１４８人、専門課程第１３期、１１８人） 
   平成１６年 ４月  授業料改訂 
            （教養課程１年１５，０００円、専門課程１年２０，０００円） 
   平成１７年 ３月  平成１６年度卒業式 
            （教養課程第１６期、１４９人、専門課程第１４期、１３４人） 
   平成１７年 ４月  郡山市財団等外郭団体改革推進指針に基づき、 
             社会福祉法人郡山市社会福祉事業団に統合 
   平成１８年 １月  募集定員の増（教養課程、専門課程各学科１０人） 

平成１８年 ３月  平成１７年度卒業式 
            （教養課程第１７期、１４８人、専門課程第１５期、１３０人） 
   平成１９年 ３月  平成１８年度卒業式 
            （教養課程第１８期、１５５人、専門課程第１６期、１３３人） 
   平成１９年１１月  創立２０周年記念学園祭 
   平成２０年 ３月  平成１９年度卒業式 
            （教養課程第１９期、１６２人、専門課程第１７期、１３４人） 

平成２１年 ３月  平成２０年度卒業式 
            （教養課程第２０期、１５９人、専門課程第１８期、１３４人） 

平成２２年 ３月  平成２１年度卒業式 
            （教養課程第２１期、１５４人、専門課程第１９期、１３６人） 

平成２３年 ３月  東日本大震災発生 
平成２３年 ３月  平成２２年度卒業式 

            （教養課程第２２期、１３７人、専門課程第２０期、１３７人） 
平成２４年 ３月  平成２３年度卒業式 

            （教養課程第２３期、１２９人、専門課程第２１期、１３３人） 
平成２５年 ３月  平成２４年度卒業式 

            （教養課程第２４期、１０７人、専門課程第２２期、１１５人） 
平成２６年 ３月  平成２５年度卒業式 

            （教養課程第２５期、１２５人、専門課程第２３期、１１６人） 
平成２７年 ３月  平成２６年度卒業式 

            （教養課程第２６期、１２７人、専門課程第２４期、８８人） 
平成２８年 ３月  平成２７年度卒業式 

            （教養課程第２７期、１２４人、専門課程第２５期、１１４人） 
平成２９年 ３月  平成２８年度卒業式 

            （教養課程第２８期、１２５人、専門課程第２６期、１０２人） 
平成２９年１０月  あさかの学園大学創立３０周年記念学園祭 

   平成３０年 ３月  平成２９年度卒業式 
                （教養課程第２９期、１０９人、専門課程第２７期、１１０人） 
   平成３１年 ３月  平成３０年度卒業式 
            （教養課程第３０期、１１２人、専門課程第２８期、９８人） 
   平成３１年 ４月  入学資格の住所要件を「こおりやま広域連携中枢都市圏」の 
             市町村まで拡大する。 
   令和２年  ３月  令和元年度卒業（卒業式中止） 
            （教養課程第３１期、１３１人、専門課程第２９期、９０人） 
   令和２年  ４月  新型コロナウィルスの流行により休講とする 
   令和２年  ７月  授業を開始する 
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令和３年  ３月  令和２年度卒業式 
            （教養課程第３２期、１４２人、専門課程第３０期、９２人） 

令和４年  ３月  令和３年度卒業式 
            （教養課程第３３期、１２４人、専門課程第３１期、１０１人） 

令和５年  ３月  令和４年度卒業式 
            （教養課程第３４期、１０５人、専門課程第３２期、１１８人） 
   令和５年  ４月  「研修クラブ」を「研修コース」と改称 

令和６年  ３月  令和５年度卒業式 
            （教養課程第３５期、１３４人、専門課程第３３期、１０７人） 

令和７年  ３月  令和６年度卒業式 
            （教養課程第３６期、１５４人、専門課程第３４期、１０７人） 
   令和７年  ４月  教養課程１年の授業料改訂（２０，０００円） 
６  事業の実施 
     社会福祉法人郡山市社会福祉事業団が、郡山市より郡山市あさかの学園大学の運営業 

務に関し委託を受け、運営にあたる。 
（１） 入学等 

          ①教養課程 
           ・資    格     ６０歳以上の郡山市民、次の表に掲げる市町村に住所を有する 

６０歳以上の者とする。 
        
       

 
 
・申し込み     入学願書を学長に提出する 

          ・学    科     健康・福祉、郷土・生活、芸術・文化の３学科とする 
          ・定    員     各学科とも概ね６０人とする 
           ・修業年限     各学科とも２年間 
       ②専門課程 
           ・資    格     郡山市あさかの学園大学の教養課程を卒業した者 
           ・申し込み     入学願書を学長に提出する 
           ・学    科     健康・福祉、郷土・生活、芸術・文化の３学科とする 
          ・定    員     各学科とも概ね５０人とする 
          ・修業年限     各学科とも２年間 
      ③研修コース 
             本学園大学で学んだことをもとに、共通の目的をもって、実践活動などを通 

しながら自主的研修を行う。 
           ・資    格     郡山市あさかの学園大学を卒業した者 
（２） 授業料等（年額） 
       ・教養課程１年 ２０，０００円  ・教養課程２年 １５，０００円 

・専門課程   ２０，０００円 
        （見学費・教材費・傷害保険料等は学生の負担とする。） 
（３） 運営委員会 
         郡山市あさかの学園大学の運営は、運営委員会の審議に基づいて行う。 
         委員は、学長・副学長・学生の代表・その他学長の指名する者で構成する。 
（４） 学習内容編成委員会 
         委員は、有識者等で構成し、学習計画を作成する。 
（５） 講 師 
         郡山市内外各大学教授、医師、有識者等に依頼する。 
（６） 教 室 
         ビッグアイ  ７階  他 
※設置当時の目的 
   今日の急激に変化する社会情勢とともにもたらされた人生80年時代は、文化的かつ 
  教養志向の高い、健康で意欲的な高齢者が見込まれている。 
   したがって、これからの高齢者の生活の変化や現代社会に即応した感覚や暮らし方を 
  学ぶため、高齢者を対象とした系統的・継続的な学習ができる高齢者大学を設置し、 
  高齢者の生きがいを高め、社会参加の契機とする。 

郡山市 須賀川市 二本松市 田村市 本宮市 大玉村 鏡石町 天栄村  

磐梯町 猪苗代町 石川町 玉川村 平田村 浅川町 古殿町 三春町 小野町 
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（７） 組織機構 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（8） 学習日の設定 
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（９）在籍数（令和7年５月１日現在）

【教養課程】

学科

学年 性別 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

18 40 58 31 26 57 19 37 56 68 103 171

14 31 45 18 19 37 12 36 48 44 86 130

32 71 103 49 45 94 31 73 104 112 189 301

【専門課程】

学科

学年 性別 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

11 30 41 22 21 43 18 32 50 51 83 134

9 29 38 20 24 44 11 22 33 40 75 115

20 59 79 42 45 87 29 54 83 91 158 249

【研修コース】

（１０）地域別学生数

　　・郡山市内

１　　　年 19 35 54

２　　　年 44 32 76

男女別
男 女 計 備考

クラス

男（全体比） 女(全体比） 合　　　計

   在籍者総数（％） 203（36.9％） 347（63.1％） 550（100％）

1

2

計

【全  体】

 在籍（比） 性別

2

計

健康・福祉 郷土・生活 芸術・文化 計

単位：人

健康・福祉 郷土・生活 芸術・文化 計

1

地区名 人数 ％ 地区名 人数 ％

郡山（旧市内） 232人 52.7% 中田 8人 1.8%

安積 45人 10.2% 熱海 6人 1.4%

富久山 47人 10.7% 片平 5人 1.1%

大槻 41人 9.3% 西田 1人 0.2%

富田 24人 5.4% 逢瀬 1人 0.2%

田村 14人 3.2% 湖南 0人 0.0%

喜久田 4人 0.9% 三穂田 1人 0.2%

日和田 12人 2.7% 計 441人 100.0%
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・こおりやま広域圏別

市町村名 人数 ％ 市町村名 人数 ％

郡山市 441人 80.2% 猪苗代町 4人 0.7%

須賀川市 28人 5.1% 石川町 4人 0.7%

二本松市 16人 2.9% 玉川村 1人 0.2%

田村市 6人 1.1% 平田村 1人 0.2%

本宮市 16人 2.9% 浅川町 0人 0.0%

大玉村 3人 0.5% 古殿町 1人 0.2%

鏡石町 11人 2.0% 三春町 12人 2.2%

天栄村 1人 0.2% 小野町 5人 0.9%

磐梯町 0人 0.0% 計 550人 100.0%

（11）年齢別構成

人

数

年　　　齢

平均年齢（全）　71.7歳　　 （男）72.3歳

　　 　　　　　　　　　     （女）71.4歳

年齢区分 人数

85～90歳 9人 1.6%

80～84歳 20人 3.6%

75～79歳 128人 23.3%

70～74歳 216人 39.3%

65～69歳 143人 26.0%

60～64歳 34人 6.2%

計 550人 100.0% 100.0%

６０
歳代

32.2%

構 成 比

８０
歳代

5.3%

７０
歳代

62.5%
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７    課程及び学科等

（１）教養課程

学   科 目       標

 ・運動の生理学
 ・健康と食生活
 ・認知症対策

◆豊かで生きがいの  ・救急蘇生法　など 
   ある生活を送るた
   め、健康や福祉な  ◎世の中の動向を知り、お互いに豊かな生活
   どの基本を学び、 　 を送れるようにする。
   社会のしくみを考  ・交通事故及びなりすまし詐欺の防止
   える。  ・地域福祉とボランティア活動

 ・ユニバーサルデザイン
 ・安全・安心の食生活を求めて　など

 ・福島の水環境　
 ・狙われない防犯住宅   主として
 ・環境と私達の生活
 ・環境と有機資源を考える 　など     毎週木曜日

◆住みよい郷土をつ
   くるため、地域社
   会を理解し､環境･  ◎豊かで住みよいふるさとをつくるための必要
   自然・風土と生活     な知識を身につけ､充実した生活が送れるよ
   のかかわりを考え     うにする。
　る。  ・郡山市のまちづくり

 ・郡山の池と川の歴史地理
 ・郡山の歴史
 ・近世の郡山　など　

 ・絵の見方
 ・郡山の文学者   主として
 ・音楽に親しむ
 ・百人一首　など     毎週金曜日

◆これからの生活に
   潤いをもたせるた
   めに、歴史・芸術
　や文化などを学び 
   自らの生き方を考  ・私たちの一生
　える。  ・朝河貫一博士の偉業

 ・インテリアデザインの知恵袋
 ・想いを伝える　など

 ◎安積疏水の歴史、郡山の歴史や文学、政治・経済・時事問題、身近な法律、
  各学科共通  　地震のメカニズムと防災対策、心臓･目･歯の健康、脳の働き、天体に学ぶ、
  の学習  　認知症サポーターになろう、俳句の作り方、柳橋歌舞伎、昔語り、郡山産の

 　野菜の魅力　ひょうたんランプ　ちぎり絵　など
 ◎現地学習、運動会、学園祭、学級活動　など

健康・福祉

郷土・生活

芸術・文化

 ◎身近な文化を理解し、今後の生活に潤いを

 ◎健康の大切さを知り、日常生活に生かせる
　 ようにする。

具体的目標及び学習内容 授業日（年回数）

　 10：00

   ～ 11：50

  主として

毎週水曜日

　 10：00

   ～ 11：50

   ～ 11：50

　 もてるようにする。

 ◎さまざまな人の生き方を学び､人間として
　 今何が大切かを考える。

（35回）

　 10：00

（35回）

 ◎環境の保護について学び、日常生活を安心

（35回）

　 して送れるようにする。
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（２）専門課程

学   科 目      標

  主として

◆健康生活に必要な     毎週水曜日
   知識や技能を身に  ◎地域社会のあり方や福祉などの課題につい
  付ける。  　て学習し、高齢社会に対応する。

◆社会福祉の基本を
   知り、潤いのある
   生活の向上に資す  ◎多様な情報を知り、自分の生活に生かす。
   る。     ・情報社会とICT

 ◎郷土の歴史や文化などを通史的な視点から
 　学習し､先人の知恵を基に自分の生活を見直
　 す｡
 ・古代の郡山

◆郷土の歴史を知り  ・郡山の地名を考える　など
   その成果を生活の
   中に生かす。

    境浄化の必要性を学び、自分の生活に生か
◆先人の知恵に学び     す。
　今後の生活文化の  ・猪苗代湖の水環境　・地球環境問題　など
　向上に資する。

 ◎時事問題や経済問題などについて学び、氾

 　ついて考え、自分の生活の向上に生かす。
 ・郡山市の空き家政策
 ・マスメディアについて
 ・地球市民と国際協力　など

◆芸術に関心と理解
   を深め、豊かな感     毎週金曜日
   性を育む。

◆文化の本質につい
芸術・文化    て学び、より豊か

   な生活の充実に資
   する。

　各学科共通  ◎郡山の歴史や文学、政治・経済・文化に関すること、健康の保持・増進、生活
　の学習     習慣病や時事問題、音楽や園芸、読み聞かせ、陶芸、トールペイント　など

 ◎現地学習、運動会、学園祭、学級活動　など

    ・国際理解　など

　 をもたせる。

 ・近、現代文学の楽しみ　など

 ◎美術・工芸の代表作家の特徴を知り、鑑賞の

（35回）

   ～ 15：20

　 の関心と理解を深める。
 ・源氏物語 ・伊勢物語、万葉集　

 ◎日本の古典文学や現代文学の主な作者とその
  主として

 　仕方を学び、豊かな感性を育み、生活に潤い

　代表作、演劇史などについて学習し、芸術へ

 ・クラシック音楽入門　・津軽三味線　など

 ・美術に関する教養講座　など

 ◎代表的な作曲家や作品の特徴や鑑賞の要点に
　 ついて学び、自分の生活をより充実させる。

授業日（年回数）

    ・糖質のはなし
    ・シニアYOGA　・食べ物と健康　など

　　　　　 

    ・介護予防・食事と運動　・介護の実際

 ◎病気の予防や心の問題について学習し、健

    ・シニアボランティア養成講座　など

（35回）

具体的目標及び学習内容

    ・人を援助する場合の心構え　

郷土・生活 　 13：30

   ～ 15：20

（35回）

 ◎身近な生活の中から自然保護の重要性と環

    濫する情報の中でどう主体的に生きるかに

 　康な生活に必要な知識を身に付ける。

健康・福祉
　 13：30

   ～ 15：20

  主として

    毎週木曜日

　 13：30
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８　学習計画

週 月 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師
1 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式
2 16 水 学級活動1 17 木 学級活動1 18 金 学級活動1
3 23 水 学級活動1-(2) 24 木 学級活動1-(2) 25 金 学級活動1-(2)
4 7 水 歯の再石灰化について 南健太郎 8 木 身近な法律（親族） 坂井義明 9 金 音「学」講座 佐藤守廣

5 14 水 近世の郡山(１) 大河峯夫 15 木 智恵子抄を楽しむ 宗方和子 16 金 近世の郡山(１) 大河峯夫

6 21 水 身近な法律（親族） 坂井義明 22 木 《臨地》天体に学ぶ 科学館 23 金 郡山ゆかりの美術講座 美術館
7 28 水 《臨地》天体に学ぶ 科学館 29 木 《実習》ひょうたんランプ 坂口由美子 30 金 身近な法律（親族） 坂井義明

8 4 水 近世の郡山(２) 大河峯夫 5 木 近世の郡山(１) 大河峯夫 6 金 俳句の楽しさと作り方 永瀬十悟

9 11 水 予備日 12 木 予備日 13 金 予備日
10 18 水 音「学」講座(AB合同) 佐藤守廣 18 水 音「学」講座(AB合同) 佐藤守廣 20 金 《実習》ひょうたんランプ 坂口由美子

11 25 水 食生活ときのこ 広井　勝 26 木 近世の郡山(２) 大河峯夫 27 金 近世の郡山(２) 大河峯夫

12 3 木 運動会 3 木 運動会 3 木 運動会
13 9 水 手話を学ぼう！！ 障がい

福祉課 10 木 食生活ときのこ 広井　勝 11 金 手話を学ぼう！！ 障がい
福祉課

14 16 水 学級活動2 17 木 学級活動2 18 金 学級活動2
15 20 水 予備日 21 木 予備日 22 金 予備日
16 27 水 学級活動3 28 木 学級活動3 29 金 学級活動3
17 3 水 《実習》ひょうたんランプ 坂口由美子 4 木 社会福祉の母・瓜生岩子の半生 宗方和子 5 金 私たちの一生～通過儀礼～ 丹野香須美

18 10 水 脳型コンピュータ 和泉勇治 11 木 郡山産の野菜の魅力 藤田浩志 12 金 新聞の見方・読み方Ⅰ 横山郷彦

19 17 水 郡山産の野菜の魅力 藤田浩志 18 木 想いを伝える 髙橋雄一 19 金 郡山空襲の話 品竹悦子

20 24 水 健康と食生活 眞鍋　久 25 木 予防救急サポーター講習会 郡山消防署 26 金 海の中からクスリを探す 石山玄明

21 1 水 《現地》奥の細道を訪ねてⅠ 根本清夫 2 木 地震のメカニズムと防災技術 中村　晋 3 金 認知症サポーター養成講座 地域包括
ケア推進課

22 8 水 予備日 9 木 予備日 10 金 予備日
23 16 木 学園祭 16 木 学園祭 16 木 学園祭
24 22 水 認知症サポーター養成講座 地域包括

ケア推進課 23 木 歯の再石灰化について 南健太郎 24 金 《現地》奥の細道を訪ねてⅠ 根本清夫

25 29 水 海の中からクスリを探す 石山玄明 30 木 通いの場の普及（BC合同） 池田昌弘 30 木 通いの場の普及（BC合同） 池田昌弘

26 5 水 気候が変わる 渡邊　明 6 木 認知症サポーター養成講座 地域包括
ケア推進課 7 金 《臨地》天体に学ぶ 科学館

27 12 水 地震のメカニズムと防災技術（AC合同） 中村　晋 13 木 《現地》奥の細道を訪ねてⅠ 根本清夫 12 水 地震のメカニズムと防災技術（AC合同） 中村　晋

28 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い

29 19 水 予備日 20 木 予備日 21 金 予備日

30 26 水 体力や身体活動と健康 諏訪雅貴 27 木 狙われない防犯住宅 牧田和久 28 金 音楽療法セッション（４C同日）
～エバちゃんの音楽料理法～ 橋本恵津子

31 4 木 目の働き(AB合同)～見える仕組
み、見えなくなること～ 石龍良江 4 木 目の働き(AB合同)～見える仕組

み、見えなくなること～ 石龍良江 5 金 郡山の遺跡 文財調研セ

32 10 水 ユニバーサルデザインⅠ 牧田和久 12 金 住まいの夢と健康ライフ 若井正一 11 木 脳卒中ー脳血管内治療ー 生沼雅博

33 18 木 脳卒中ー脳血管内治療ー(AB合同) 生沼雅博 18 木 脳卒中ー脳血管内治療ー(AB合同) 生沼雅博 19 金 目の働き～見える仕組み、
見えなくなること～ 石龍良江

34 24 水 （予備日）
35 14 水 通いの場の普及 池田昌弘 15 木 昔語り 田代孝之 16 金 デジタルシニア・ライフ 阿部幸雄

36 21 水 昔語り 田代孝之 22 木 時事解説 小野広司 23 金 「５R」を知っていますか？ ５R推進課

37 28 水 予防救急サポーター講習会 郡山消防署 29 木 デジタルシニア・ライフ 阿部幸雄 30 金 昔語り 田代孝之

38 4 水 地域福祉とボランティア活動 日下輝美 5 木 論語講座 八重樫一 6 金 予防救急サポーター講習会 郡山消防署

39 11 水 　　　建国記念の日 12 木 学級活動4 13 金 学級活動4
40 18 水 学級活動4 19 木 予備日 20 金 予備日
41 25 水 予備日 26 木 （予備日） 27 金 （予備日）
42 4 水 （予備日） 5 木 （予備日） 6 金 （予備日）
43 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式

6

教 養 課 程 １年
学科 健康・福祉学科 郷土・生活学科 芸術・文化学科

4

5

12

1

2

3

7

8

9

10

11
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週 月 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師

1 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式

2 16 水 学級活動1 17 木 学級活動1 18 金 学級活動1

3 23 水 郡山の歴史その1 岡田峰幸 24 木 俳句をつくろう！ 鈴木傾樹 25 金 郡山の歴史その１ 岡田峰幸

4 7 水 運動の生理学（午後）　 佐久間貞典 8 木 郡山の歴史その１ 岡田峰幸 9 金 《臨地》絵の見方 美術館

5 14 水 《臨地》絵の見方 美術館 15 木 郡山の池と川の歴史地理 髙橋康彦 16 金 身近な法律（相続） 坂井義明

6 21 水 心臓病について(AB合同)　午後 八巻尚洋 21 水 心臓病について(AB合同)　午後 八巻尚洋 23 金 《実習》ちぎり絵 濱津美津子

7 28 水 《実習》ちぎり絵 濱津美津子 29 木 《臨地》絵の見方 美術館 30 金 郡山の歴史その２ 岡田峰幸

8 4 水 身近な法律（相続） 坂井義明 5 木 郡山の歴史その２ 岡田峰幸 6 金 インテリアデザインの知恵袋 若井正一

9 11 水 予備日 12 木 予備日 13 金 予備日

10 18 水 郡山の歴史その2 岡田峰幸 19 木 柳橋歌舞伎　(BC合同) 宗像大吉 19 木 柳橋歌舞伎　(BC合同) 宗像大吉

11 25 水 安全･安心の食生活を求めて
～食品添加物～ 大鷹哲文 26 木 《実習》ちぎり絵 濱津美津子 27 金 食生活ときのこ 広井　勝

12 3 木 運動会 3 木 運動会 3 木 運動会

13 11 金 ファゴットと音楽 吉澤真一 10 木 情報化社会とICT 源田浩一 9 水 津軽三味線Ⅰ 長尾廣光

14 16 水 学級活動2 17 木 学級活動2 18 金 学級活動2

15 20 水 予備日 21 木 予備日 22 金 予備日

16 27 水 学級活動3 28 木 学級活動3 29 金 学級活動3

17 3 水 交通事故及びなりすまし
詐欺の防止 郡山警察署 4 木 環境と有機物循環、水循環を考える 中村玄正 5 金 体力や身体活動と健康 諏訪雅貴

18 10 水 郡山の池と川の歴史地理 髙橋康彦 11 木 音楽に親しむ 石澤敏廣 12 金 糖質のはなし 左　一八

19 17 水 ユニバーサルデザインⅡ 牧田和久 18 木 郡山市のまちづくり 未来創造課 19 金 郡山産の野菜の魅力 藤田浩志

20 24 水 シミュレーション・あなたの食生活 加藤　亮 25 木 《現地》奥の細道を訪ねてⅡ 根本清夫 26 金 豊かな暮らしとエネルギー 渡部弘一

21 1 水 認知症にならないために 戸井田楽桜 2 木 身近な法律（相続） 坂井義明 3 金 百人一首 三輪晶子

22 8 水 予備日 9 木 予備日 10 金 ミツバチあれこれ
～芸術・文化を中心に～ 村田清志

23 16 木 学園祭 16 木 学園祭 16 木 学園祭

24 23 木 歯の病気と予防(午後）　 渡邊　哲 22 水 野口英世の生涯 森田鉄平 24 金 予備日

25 29 水 《現地》奥の細道を訪ねてⅡ 根本清夫 30 木 福島県の新品種育成の現状 県農総セ 31 金 《臨地》郡山の文学者 文学の森

26 5 水 《実習》救急蘇生法 郡山消防署 6 木 百人一首 三輪晶子 7 金 《現地》奥の細道を訪ねてⅡ 根本清夫

27 12 水 「祖霊」を考える 岩崎真幸 13 木 消費者トラブル最前線！
（BC合同）～事例に学ぶ対処法～ 消費生活セ 13 木 消費者トラブル最前線！

（BC合同）～事例に学ぶ対処法～ 消費生活セ

28 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 修正

29 19 水 （予備日） 20 木 （予備日） 21 金 （予備日）

30 26 水 時事解説 小野広司 28 金 食べ物と健康 庄司一郎 27 木 脳トレ・滑舌・音読で元気 宗方和子

31 3 水 地球環境問題 中村玄正 4 木 かむ噛む８０２０（午後） 渡邊　哲 5 金 想いを伝える 髙橋雄一

32 10 水 天皇家の安積開墾
～安積開墾の全貌～ 矢部洋三 11 木 お寺のギモン。

和尚さんに聞いてみよう 加賀宗孝 12 金 漢字Ⅰ 八重樫一

33 17 水 感染症から身を守るには 堀江　均 18 木 新聞の見方・読み方Ⅰ 横山郷彦 19 金 お寺のギモン。
和尚さんに聞いてみよう 加賀宗孝

34 24 水 （予備日）

35 14 水 消費者トラブル最前線！
～事例に学ぶ対処法～ 消費生活セ 15 木 天皇家の安積開墾

～安積開墾の全貌～ 矢部洋三 16 金 ファゴットと音楽 吉澤真一

36 21 水 気象災害 渡邊　明 22 木 健康長寿の秘訣を探る 眞鍋　久 23 金 朝河貫一博士の偉業 安藤智重

37 28 水 脳卒中の予防と治療（AC合同） 後藤　健 29 木 感染症から身を守るには 堀江　均 28 水 脳卒中の予防と治療（AC合同） 後藤　健

38 4 水 お寺のギモン。
和尚さんに聞いてみよう 加賀宗孝 5 木 金子みすゞさんの詩や半生　 宗方和子 6 金 天皇家の安積開墾

～安積開墾の全貌～ 矢部洋三

39 11 水 　　  建国記念の日 12 木 学級活動4 13 金 学級活動4

40 18 水 学級活動4 19 木 予備日 20 金 予備日

41 25 水 予備日 26 木 （予備日） 27 金 （予備日）

42 4 水 （予備日） 5 木 （予備日） 6 金 （予備日）
43 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式
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週 月 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師
1 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式
2 16 水 学級活動1 17 木 学級活動1 18 金 学級活動1
3 23 水 俳句をつくろう！ 鈴木傾樹 24 木 古代の郡山 歴史情報

博物館 25 金 古典文学「万葉集の歌を楽しむ」 根本清夫

4 7 水 うつ病～心の風邪～ 河野創一 8 木 《臨地》郡山宿散策 大河峯夫 9 金 生活習慣病予防の食事 山寺莉緒

5 14 水 局地的大雨に備えましょう 上下水道局 15 木 心臓のお話 李　民純 16 金 三好達治の詩の世界 溝井　勇

6 21 水 《臨地》史跡を訪ねて（麓山） 日塔とも子 23 金 局地的大雨に備えましょう（BC合同） 上下水道局 23 金 局地的大雨に備えましょう（BC合同） 上下水道局

7 28 水 人を援助する時の心構え 日下輝美 29 木 ファゴットと音楽 吉澤真一 30 金 ≪実習≫陶芸 日下部晶子

8 4 水 食べ物と健康 庄司一郎 5 木 《臨地》史跡を訪ねて（麓山） 日塔とも子 6 金 猪苗代湖の水環境 中村玄正

9 11 水 予備日 12 木 予備日 13 金 予備日
10 18 水 宮澤賢治 高橋由貴 19 木 ≪実習≫陶芸 日下部晶子 20 金 《臨地》史跡を訪ねて（麓山） 日塔とも子

11 25 水 ≪実習≫陶芸 日下部晶子 27 金 庭木の特性と花木類の手入れ 阿部美敏 26 木 宮澤賢治 高橋由貴

12 3 木 運動会 3 木 運動会 3 木 運動会
13 9 水 情報化社会とICT 源田浩一 10 木 「詩を楽しむ」

草野心平の詩を中心として
宗方和子 11 金 美術に関する教養講座 美術館

14 16 水 学級活動2 17 木 学級活動2 18 金 学級活動2
15 20 水 予備日 21 木 予備日 22 金 予備日
16 27 水 学級活動3 28 木 学級活動3 29 金 学級活動3
17 4 木 想いを伝える 髙橋雄一 3 水 「祖霊」を考える 岩崎真幸 5 金 源氏物語（1） 宗像真紀子

18 10 水 郡山空襲の話 品竹悦子 11 木 猪苗代湖の水環境 中村玄正 12 金 リモートセンシング 中村和樹

19 17 水 糖質のはなし 左　一八 18 木 近代日本の礎　安積艮斎 安藤智重 19 金 宮沢賢治と福島 菅野俊之

20 24 水 《現地》会津の仏教文化Ⅰ 大塚セイ子 25 木 ミツバチあれこれ
～郷土・生活を中心に～ 村田清志 26 金 食べ物と健康 庄司一郎

21 1 水 百人一首 三輪晶子 2 木 天体観測の楽しみ 大野裕明 3 金 ロコモ・フレイル予防 二瓶健司

22 8 水 予備日 9 木 予備日 10 金 予備日
23 16 木 学園祭 16 木 学園祭 16 木 学園祭
24 23 木 高血圧(AB合同) 山田善夫 23 木 高血圧(AB合同) 山田善夫 24 金 石垣りんの詩の世界 溝井　勇

25 29 水 介護保険と住民の役割 島野光正 30 木 地球市民と国際協力 荒　柾文 31 金 《現地》会津の仏教文化Ⅰ 大塚セイ子

26 5 水 お薬のはなし（AC合同） 田崎政則 6 木 《現地》会津の仏教文化Ⅰ 大塚セイ子 5 水 お薬のはなし（AC合同） 田崎政則

27 14 金 《臨地》サイエンスツアー（AC合同）
郡山テクノ
日大工学部 13 木 放射能とその汚染 渡邊　明 14 金 《臨地》サイエンスツアー（AC合同）

郡山テクノ
日大工学部

28 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い

29 19 水 （予備日） 20 木 （予備日） 21 金 （予備日）
30 26 水 健康生活を送るための

ストレス・マネジメント 荒　柾文 27 木 郡山の地名を考える 髙橋康彦 28 金 日本銀行の役割と福島県経済の現状 日銀福島

31 3 水 野口英世の功績 森田鉄平 5 金 《臨地》サイエンスツアー 郡山テクノ
日大工学部 4 木 古典文学｢徒然草」 根本清夫

32 10 水 放射能とその汚染 渡邊　明 11 木 健康で長生きするために
～運動のすすめ～ 藤沼宏彰 12 金 天体観測の楽しみ 大野裕明

33 17 水 新聞の見方・読み方Ⅰ 横山郷彦 18 木 老化と寿命 安江俊二 19 金 人と音楽 岡部富士夫

34 24 水 （予備日）
35 16 金 高齢者の運動機能 星野武彦 15 木 戦前・戦後のマレーシアに

係わった日本人の足跡 荒　柾文 14 水 東南アジアの文化と生活 荒　柾文

36 21 水 身近な法律相談 大峰　仁 22 木 生涯現役社会の実現に向けて 草野昌利 23 金 古典文学「伊勢物語」 根本清夫

37 28 水 ロコモ・フレイル予防（AB合同） 二瓶健司 28 水 ロコモ・フレイル予防（AB合同） 二瓶健司 30 金 マスメディアについて 鈴木祐介

38 4 水 素敵に老いるとは 高瀬佳苗 5 木 素敵に老いるとは 高瀬佳苗 6 金 源氏物語（2） 宗像真紀子

39 11 水 　　　建国記念の日 12 木 学級活動4 13 金 学級活動4
40 18 水 学級活動4 19 木 予備日 20 金 予備日
41 25 水 予備日 26 木 （予備日） 27 金 （予備日）
42 4 水 （予備日） 5 木 （予備日） 6 金 （予備日）
43 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式
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週 月 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師 日 曜 講座名 講師
1 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式 11 金 入学式・始業式
2 16 水 学級活動1 17 木 学級活動1 18 金 学級活動1
3 23 水 薬との上手な付き合い方 渡辺　剛 24 木 歴史資料に見る郡山の近代化 徳竹　剛 25 金 郡山の池と川の歴史地理 髙橋康彦

4 7 水 《臨地》史跡を訪ねて（開成山） 日塔とも子 8 木 明治を変えた福島の女性たち 宗方和子 9 金 俳句をつくろう！ 鈴木傾樹

5 14 水 国際理解 学教推進課 15 木 星の話「天文楽のすすめ」 三保敏幸 16 金 《臨地》史跡を訪ねて（開成山） 日塔とも子

6 21 水 スローステップ・スロージョギング講座 安江俊二 22 木 《臨地》史跡を訪ねて（開成山） 日塔とも子 23 金 《実習》トールペイント 坂口由美子

7 30 金 ミツバチあれこれ
～健康・福祉を中心に～ 村田清志 29 木 国際理解 学教推進課 28 水 郡山市の空き家政策 住宅政策課

8 4 水 「物忘れ」と「認知症」 河野創一 5 木 《実習》トールペイント 坂口由美子 6 金 近・現代文学の楽しみⅠ 宗像真紀子

9 11 水 予備日 12 木 予備日 13 金 予備日
10 18 水 《臨地》実習・介護の実際 星病院 19 木 郡山空襲の話 品竹悦子 20 金 漢字Ⅱ 八重樫一

11 25 水 発酵技術を生かした豊かな食文化 柳沼真行 27 金 高齢者の運動機能 星野武彦 26 木 口腔ケア 渡邊　哲

12 3 木 運動会 3 木 運動会 3 木 運動会
13 9 水 食と健康 眞鍋　久 10 木 シミュレーション・あなたの食生活 加藤　亮 11 金 情報化社会とICT 源田浩一

14 16 水 学級活動2 17 木 学級活動2 18 金 学級活動2
15 20 水 予備日 21 木 予備日 22 金 予備日
16 27 水 学級活動3 28 木 学級活動3 29 金 学級活動3
17 3 水 笑いと健康（ABC合同） 大平哲也 3 水 笑いと健康（ABC合同） 大平哲也 3 水 笑いと健康（ABC合同） 大平哲也

18 10 水 シニアボランティア養成講座Ⅰ 社福協議会 11 木 近世の郡山 柳田和久 12 金 国際理解 学教推進課

19 17 水 《実習》トールペイント 坂口由美子 18 木 会津の焼物 石田明夫 19 金 福島の民俗文化財 丹野香須美

20 24 水 よくわかる介護保険 介護保険課 26 金 交通事故及びなりすまし
詐欺の防止 郡山警察署 25 木 金子みすゞさんの詩や半生 宗方和子

21 1 水 お片づけで暮らしを楽に、より豊かな人生 鈴木由佳 2 木 スローステップ・スロー
ジョギング講座 安江俊二 3 金 《現地》会津の仏教文化Ⅱ 大塚セイ子

22 8 水 予備日 9 木 予備日 10 金 予備日
23 16 木 学園祭 16 木 学園祭 16 木 学園祭
24 24 金 天体観測の楽しみ 大野裕明 23 木 《現地》会津の仏教文化Ⅱ 大塚セイ子 22 水 津軽三味線Ⅱ 長尾廣光

25 29 水 子どもの健康と遊びの重要性 菊池信太郎 30 木 身近な法律相談（BC合同） 大峰　仁 30 木 身近な法律相談（BC合同） 大峰　仁

26 5 水 朝河貫一博士の偉業 安藤智重 6 木 目と生活習慣病（BC合同） 石龍良江 6 木 目と生活習慣病（BC合同） 石龍良江

27 12 水 《現地》会津の仏教文化Ⅱ 大塚セイ子 13 木 お片づけで暮らしを楽に、より豊かな人生 鈴木由佳 14 金 《臨地》美術館 美術館
28 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い 18 火 いきいきふれあいの集い

29 19 水 （予備日） 20 木 （予備日） 21 金 （予備日）
30 27 木 目と生活習慣病 石龍良江 26 水 地球環境問題 中村玄正 28 金 音楽療法セッション（１C同日）

～エバちゃんの音楽料理法～ 橋本恵津子

31 3 水 健康保険と健康づくり 中西　勉 4 木 デジタルカメラの楽しみ方 戸井田楽桜 5 金 近・現代文学の楽しみⅡ 宗像真紀子

32 10 水 シニアボランティア養成講座Ⅱ 社福協議会 12 金 シニアYOGA 瀬谷道子 11 木 宮沢賢治と音楽
～「セロ弾きのゴーシュ」を中心として～ 菅野俊之

33 17 水 健康で長生きするために
　～運動のすすめ～ 藤沼宏彰 18 木 日本の大地と火山噴火 佐藤　公 19 金 健康で長生きするために

　～運動のすすめ～ 藤沼宏彰

34 24 水 （予備日）
35 14 水 介護予防・食事と運動 吉田明子 15 木 自衛隊の行動 自衛隊 16 金 生涯現役社会の実現に向けて 草野昌利

36 23 金 シニアYOGA 瀬谷道子 22 木 郡山市の空き家政策 住宅政策課 21 水 クラシック音楽入門 岡部富士夫

37 28 水 郡山市の空き家政策 住宅政策課 29 木 マスメディアについて 鈴木祐介 30 金 近・現代文学の楽しみⅢ 宗像真紀子

38 4 水 新聞の見方・読み方Ⅱ 横山郷彦 5 木 健康保険と健康づくり 中西　勉 6 金 高齢者の運動機能 浜田美樹

39 11 水 　　　建国記念の日 12 木 学級活動4 13 金 学級活動4
40 18 水 学級活動4 19 木 予備日 20 金 予備日
41 25 水 予備日 26 木 （予備日） 27 金 （予備日）
42 4 水 （予備日） 5 木 （予備日） 6 金 （予備日）
43 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式 13 金 卒業式・修了式
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９ 郡山市あさかの学園大学開設要綱 

（昭和 63 年 3 月 30 日制定） 

（目的） 

第 1 条 この要綱は、大学を開設することにより、こおりやま広域圏域内の高齢者に学習の場を 

提供し、地域社会の一員として活躍する力を育むとともに、健康で生きがいのある生活の高揚 

を図り、高齢者福祉の増進に資することを目的とする。 

（名称） 

第 2 条 大学の名称は郡山市あさかの学園大学と称する。 

（学科及び学習目標） 

第 3 条 郡山市あさかの学園大学（以下「大学」という。）に教養課程、専門課程及び研修コー 

スを置き、教養課程及び専門課程にはそれぞれ健康・福祉学科、郷土・生活学科及び芸術・ 

文化学科を置く。                     

２ 教養課程及び専門課程の各学科並びに研修コースの学習目標は次のとおりとする。 

  共通の学習目標 

   健康寿命の延伸を図るため、高齢者自身の積極的な社会参加の契機とするとともに、地 

域社会の一員として活躍する力を育む。 

教養課程各学科の学習目標 

学   科 目             標 

健康・福祉学科 
豊かで生きがいのある生活を送るため、健康や福祉などの基本を学 

び、社会のしくみを考える。 

郷土・生活学科 
住みよい郷土をつくるため、地域社会を理解するとともに、環境と生 

活とのかかわりを考える。 

芸術・文化学科 
生活に潤いを持たせるために、身近な芸術や文化を理解し、自らの生 

き方を考える。 

専門課程各学科の学習目標 

学   科 目             標 

健康・福祉学科 
健康生活に必要な知識や技能を身につけるとともに、社会福祉の基本 

を知り、潤いのある生活の向上に資する。 

郷土・生活学科 
先人の知恵に学び、今後の生活文化の向上に資するとともに、郷土の 

歴史を知り、その成果を生活の中に生かす。 

芸術・文化学科 
芸術に関心と理解を深め、豊かな感性を育むことを図るとともに、文 

化の本質について学び、より豊かな生活の充実に資する。 

研修コースの学習目標 

 教養課程及び専門課程で学んだ知見を生かしながら、自主的、自律的な学習活動によ 

り、地域社会の課題やニーズに対応できる人材育成を目指す。 

（定員） 

第 4 条 大学の定員は、教養課程各学科とも概ね 60 人、専門課程各学科とも概ね 50 人、研修コ 

ースは概ね 100 人とする。 

（実施場所） 

第 5 条 大学の実施場所は、主として郡山市民交流プラザとする。 

（修業年限） 

第 6 条 大学の修業年限は、教養課程、専門課程及び研修コースともそれぞれ 2 年とする。 

2 開設期間は、4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 

（授業日及び授業時間） 

第 7 条 大学の授業は、原則として毎週 1 回とし、授業時間は 1 回当たり 2 時間から 4 時間とする。 
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（入学資格） 

第 8 条 大学に入学することのできる者は、次の表に掲げる市町村に住所を有する 60 歳以上の者と 

する。ただし、専門課程にあっては、教養課程 2 年を卒業した者とし、研修コースにあっては専門 

課程 2 年を卒業した者とする。 

  郡山市 須賀川市 二本松市 田村市 本宮市 大玉村 鏡石町 天栄村 磐梯町 

猪苗代町 石川町 玉川村 平田村 浅川町 古殿町 三春町 小野町 

２ 前項本文の規定にかかわらず、原子力災害により同項の市町村に避難している者は、同項に 

規定する者の入学を妨げない限度において、大学に入学することができる。 

３ 再入学は、研修コース 2 年を修了した者及び専門課程卒業後 2 年を経過した者について、教 

養課程各学科及び専門課程各学科の新規入学者数が定員を満たさない場合にその範囲内におい 

てこれを認める。 

４ 前項の規定にかかわらず、教養課程又は、専門課程を中途退学した者の再入学は、退学日後１年 

以上を経過し、教養課程各学科及び専門課程各学科の新規入学者数が定員を満たさない場合にその 

範囲内においてこれを認める。 

（入学申し込み） 

第 9 条 大学に入学しようとする者は、学長に入学願書を提出しなければならない。 

（入学の許可） 

第 10 条 学長は、前条の規定による願書を受理したときは、その内容を審査し、適当と認めると 

きは、入学を許可し、その旨申し込み者に通知する。この場合において、入学を適当と認める 

者が、第 4 条に規定する定員を超えるときは、抽選により決定するものとする。 

（学長及び副学長） 

第 11 条 大学に学長及び副学長を置く。 

2 学長には郡山市長又は郡山市長が指名する者、副学長には学長が学識経験者のうちから指名 

する者をもって充てる。 

3 学長は、校務を掌理し、大学を代表する。 

4 副学長は、学長を補佐し、学長に事故ある時は、その職務を代理する。 

（運営委員） 

第 12 条 大学の適切な運営を図るため、郡山市あさかの学園大学運営委員会（以下「委員会」と 

いう。）を置く。 

2 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 学生の代表 

(4) その他学長の指名する者 

3 前 2 項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、学長が委員会に諮って定める。 

（卒業証書等） 

第 13 条 学長は、大学の教養課程又は、専門課程を修了した者に対し、卒業証書を授与し、研修 

コースを修了した者に対し、修了証書を授与する。 

（庶務） 

第 14 条 大学の庶務は、保健福祉部健康長寿課において処理する。 

附 則 

この要綱は、昭和 63 年 3 月 30 日から施行する。 
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附 則 

この要綱は、昭和 64 年 1 月 5 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 4 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

1 この要綱は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この要綱の施行の日前に郡山市あさかの学園大学開設要綱第 3 条の規定に基づく課程を修了 

した者は、改正後の郡山市あさかの学園大学開設要綱の相当規定に基づく課程を修了した者と 

みなす。 

附 則 

この要綱は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 18 年 1 月 17 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 26 年 2 月 14 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則  

（施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この要綱による改正後の郡山市あさかの学園大学開設要綱第８条に規定する者は、この要綱 

の施行前においても、大学の入学に必要な手続を行うことができる。 

附 則  

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この要綱による改正後の郡山市あさかの学園大学開設要綱第８条に規定する者は、この要綱 

の施行前においても、大学の入学に必要な手続を行うことができる。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この要綱による改正後の郡山市あさかの学園大学開設要綱第８条に規定する者は、この要綱 

の施行前においても、大学の入学に必要な手続を行うことができる。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この要綱による改正後の郡山市あさかの学園大学開設要綱第８条に規定する者は、この要綱 

の施行前においても、大学の入学に必要な手続を行うことができる。 
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10   郡山市あさかの学園大学学生会会則 

（名称、事務所） 

第 1 条 この会は、郡山市あさかの学園大学学生会と称し、事務所を郡山市あさかの学園大 

  学（以下「学園」という。）の事務局に置く。 

（目的） 

第 2 条 この会は、学園の学生としての自覚に基づき、より充実した学生生活を目指しつつ、 

  その活動を通して、会員相互の理解と信頼を深め、啓発と親睦を図ることを目的とする。 

（会員） 

第 3 条 この会の会員はあさかの学園大学発行の学生証及び身分証明書を有する下記の者で、組織する。 

(１)教養 1・２年生、専門１・２年生を正会員とする。 

(２)研修 1・２年生を準会員とする。 

（事業） 

第 4 条 この会は、次の事業を行う。 

    （1）学園行事への協力 

    （2）レクリエーション等会員相互の交流 

    （3）会報の発行 

    （4）その他第 2 条の目的達成に必要な事業 

    (５) 準会員は全学生会行事に参加し、総会・理事会には不出とするが、各行事の実行委員会などには、

適宜出席する。ただし、理事会の議決には参画しない。 

（役員） 

第 5 条 この会に次の役員を置く。 

     会  長      1 名        会  計      2 名 

     副会長      3 名        理  事      若干名 

     総  務      2 名        監  事      2 名 

2  理事は、学級委員長をもってあて、監事は総会において理事の中から選出する。ただし、監事に欠員が

生じた場合は、 

理事会で補充することができる。 

3  会長、副会長、総務及び会計は、理事会で選出する。 

4  役員の任期は 1 年とし、再任を妨げない。 

5  欠員のため選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

6  役員は、その任期が満了した場合においても、後任者が就任するまでは、引き続きその職務を行う。 

（役員の任務） 

第 6 条 会長は、会を代表し、会務を総理する。 

2  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときまたは欠けたときはその職務を代行する。 

3  総務は、会長の指示により会務を処理する。 

4  会計は、会長の指示により会計を処理する。 

5  理事は、事業の企画運営にあたる。 

6  監事は、会計を監査する。 

（会議） 

第 7 条 この会の会議は、総会及び理事会とし、会長が招集する。 

2  総会は学級委員長及び学級副委員長をもって構成し、通常年 1 回開催して、次の事項を審議する。 

    （1） 事業計画及び収支予算 
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    （2） 事業報告及び収支決算 

    （3） 会則の変更 

    （4） その他重要事項 

3  理事会は、次の事項を審議する。 

    （1） 総会に提案する事項 

    （2） 事業の企画運営に関する事項 

    （3） その他会の運営に関する重要事項 

4  会議の議事は、出席者の過半数をもって決する。 

（会報編集委員会） 

第 8 条 第 4 条に規定する会報発行のため、この会に会報編集委員会（以下委員会）をおく。 

2  委員会は、委員及び会長の指名する副会長をもって組織する。 

3  委員は、各学級から 1 名を互選により選出する。 

4  委員会は次の役員をおき、会務を推進する。 

     委 員 長   1  名  会長から指名された副会長を当て、会務を総括し理事会との連携を 

                     はかる。 

     副委員長   2  名  委員の互選により選出し、委員長を補佐し、会務を推進する。 

     庶    務   1  名  委員長の指示により会務を処理する。 

（帳簿） 

第 9 条 この会に、次の帳簿を備える。 

    （1）会員名簿                 （3）会計簿 

    （2）会議録                   （4）その他必要な帳簿 

（会計） 

第 10 条 この会の経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもってあてる。 

2  会費は、正会員年 1,500 円、準会員年 1,000 円とし、年度始めに納めるものとする。 

3  この会の会計年度は、4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 

（顧問） 

第 11 条 この会に、顧問を置いて指導、助言を受けることができる。顧問は、会長が学長、 

   副学長及び有識者を理事会の同意を得て推戴する。 

（その他） 

第 12 条 会長は、理事会にはかり、この会則を運用するため、細則を定めることができる。 

 

附  則 

 この会則は、平成 6 年 3 月 11 日から施行する。 

 この会則は、平成 8 年 5 月 13 日一部変更する。 

 この会則は、平成 9 年 5 月 12 日一部変更する。ただし、第 8 条の規定は、 

平成 9 年 4 月 1 日から適用する。 

 この会則は、平成 13 年 5 月 15 日一部変更する。 

  この会則は、平成 18 年 5 月 9 日一部変更する。 

   この会則は、平成 19 年 5 月 8 日一部変更する。 

  この会則は、平成 20 年 5 月 10 日一部変更する。 

この会則は、令和元年 5 月 11 日一部変更する。 
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11 （平成９年３月）
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12  郡山市あさかの学園大学事務局 
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